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 レーザーによる燃料デブリ切断において発生する微粒子に含まれる放射性同位体の核種分析を行うことを

目的とした分光分析システムの開発を進めている．プラズマセルの外部から導入する試料に対して分光分析

を行うための試料導入装置，及びプラズマ発生電極の設計・製作と，装置の性能評価について報告する． 
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 燃料デブリをレーザー切断した場合，放射性微粒子が発生する可能性がある．そのため発生する放射性微

粒子に含まれる核種を直接分析できることが望ましい．微粒子には様々な元素が含まれることから，グロー

放電によりプラズマを発生させることによって，微粒子を原子レベルにまで分解し，分光分析を行うことを

提案している[1]．これを実現するための試料導入装置の開発を進めている． 

 我々が採用しているプラズマ発生電極は金属棒によって支えられている．従来のものでは構造上外部から

試料を導入することができなかった．よって金属棒を中空のものに変更することによって，真空セルを開封

しなくても外部から試料を導入できるように装置を改良した(図 1)．また，カソードとなる中央の電極をアノ

ードで挟み込むことによってプラズマが発生する領域を増やした．その際，外部から導入される試料が引き

起こす気流によりプラズマが安定しない場合，試料に対して有意な吸収信号が得られない可能性がある．そ

こで，組成がわかっている試料を導入しグロー放電による発光により試料導入が適切に行われていることを

確認し，その後レーザー吸収分光を行うことを予定している．本装置を用いることで，レーザー切断により

発生する微粒子をプラズマセルへ導入し，プラズマ発生部において原子レベルにまで分解し原子分光分析に

より核種分析が行うことが可能になると期待される．詳細について本発表にて報告する． 
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